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バレーフォトニック結晶（VPhC）のエッジ状態を利用した導波路は、急峻な曲げがある場合に

も高効率な光伝搬を可能にすると期待され、光集積回路のさらなる小型化・高集積化を実現する

技術として注目されている[1-3]。これまで我々は、VPhCの Bearded界面に低群速度エッジ状態が

現れることを見出し[4]、小型・低損失な光遅延線への応用を念頭に、その分散制御について検討

を進めてきた[5]。今回は、Si スラブ VPhC を作製し、Bearded 界面エッジ状態における光伝搬を

実験的に観測したので報告する。 

図 1(a)に、作製した Siスラブ VPhC（厚み 200 nm）の電子顕微鏡像を示す。本構造は、三角形

空気孔を有するハニカム格子 VPhCからなり、格子定数は a = 530 nm、大小の三角形の一辺はそ

れぞれ 1.3a/ 3, 0.7a/ 3である。バレートポロジーの異なる二つの VPhCによって、急峻な曲げを

有する Bearded 界面が形成されている。本試料に対して、入力ポートから波長 1510 nm のレーザ

ー光を入射し、その様子を近赤外カメラで撮影した結果を図 1(b)に示す。エッジ状態を伝搬した

光が、出力ポートからの出射光として観測された。また今回の実験では、急峻に曲げた部分から

の散乱は確認されなかった。以上の結果は、同エッジ状態の光が、急峻な曲げ構造を高効率に伝

搬できることを示唆するものである。詳細は当日報告する。 

 
Fig. 1 (a) Scanning electron micrograph of a fabricated sample with a bearded interface formed between two 
topologically distinct VPhCs. The inset shows a magnified view of a sharp waveguide bend. (b) Near-infrared 
microscope image under the light irradiation on the input port. The red broken line represents the outer frame of 
the VPhC. 
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